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浜田ダム管理所

　浜田ダムは、洪水調節と発電の目的で昭和３８年に完成し、昭和４７年
や昭和６３年等の災害で市街地の被害を最小限に抑え、現在４４年の月日
が経過しています。

　浜田ダムでは、放流の設備だけではなく、気象情報の収集設備や放
流を知らせる警報設備などがあります。
　今回はその設備を説明します。

　春にはダム湖周辺
に植えられた桜が満
開となり、浜田ダムを
鮮やかに飾ります。

　例年の見頃は３月
下旬から４月上旬で
す。



　

編集後記
　浜田ダムだより第４号を発行しました。今回はダム管理の設備について掲載しました。また、浜田ダムに関
する疑問、質問がありましたらお気軽にお問い合わせ下さい。
　本誌は浜田県土整備事務所のホームページにも掲載しています（PDF形式）。

　　　　お問い合わせ先：浜田ダム管理所　TEL：0855-22-0136　FAX：0855-22-5176
　　　　　　　　　　　　　　　　本誌担当：村上
 
　　　　浜田県土整備事務所URL：http://www.pref.shimane.lg.jp/hamada_kendo/
　　　　　　（本誌ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰは浜田県土整備事務所ﾄｯﾌﾟ→事業紹介→各ﾀﾞﾑのｺｰﾅｰへ）

浜田ダムの管理の中枢。
気象情報の収集や洪水解析、ゲート操作
等を行っています。

管理所内にあり、各雨量局、水位局、警
報局の一括管理、洪水予測、ゲート操作
等を行う設備です。

各地点の雨量を観測し、
ダム管理所にデータを自
動送信しています。

各地点の水位を観測し、ダム
管理所にデータを自動送信し
ています。

マイク放送やサイレンによ
り、放流開始等をお知らせし
ます。

上来原・嵩山・長見・浜田ダム

下来原・中芝橋・浜田大橋

河内・黒川・道分山・殿町
片庭・浜田ダム

雨量局

水位局

警報局

警報局によるマイク放送やサ
イレンと併せて、警報車によ
る警報活動と河川のパトロー
ルを行っています。


